
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　複数のガイドレール部にスライド係合するス

ライド部を第一連結体に対して第二連結体を位置決めて

配設するだけで容易且つ正確に配設することができるス

ライド構造並びにスライド構造を用いた電子機器を提供

すること。

【解決手段】　第一部材１若しくは第二部材２と連結さ

れ左右に配設されるガイドレール部３とこの左右のガイ

ドレール部３を連結する連結部10とから成る複数のガイ

ドレール部３が一体化した第一連結体４と、ガイドレー

ル部３に沿って相対移動するスライド部を形成した第二

連結体６と、一端を第一連結体４に連結し他端を第二連

結体６に連結する弾性部材７とを設け、第一連結体４を

、第一部材１若しくは第二部材２に連結し、第二連結体

６を第二部材２若しくは第一部材１に連結することで、

この第一部材１若しくは第二部材２をスライド自在に連

結した構成としたスライド構造。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 部 材 と 第 二 部 材 と を ス ラ イ ド 自 在 に 連 結 す る ス ラ イ ド 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 一 部 材
若 し く は 前 記 第 二 部 材 と 連 結 さ れ 左 右 に 配 設 さ れ る ガ イ ド レ ー ル 部 と こ の 左 右 の ガ イ ド レ
ー ル 部 を 連 結 す る 連 結 部 と か ら 成 る 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 が 一 体 化 し た 第 一 連 結 体 と 、 前
記 ガ イ ド レ ー ル 部 に 沿 っ て 相 対 移 動 す る ス ラ イ ド 部 を 形 成 し た 第 二 連 結 体 と 、 一 端 を 前 記
第 一 連 結 体 に 連 結 し 他 端 を 前 記 第 二 連 結 体 に 連 結 す る 弾 性 部 材 と を 設 け 、 前 記 第 一 連 結 体
を 、 前 記 第 一 部 材 若 し く は 前 記 第 二 部 材 に 連 結 し 、 前 記 第 二 連 結 体 を 前 記 第 二 部 材 若 し く
は 前 記 第 一 部 材 に 連 結 す る こ と で 、 こ の 第 一 部 材 若 し く は 第 二 部 材 を ス ラ イ ド 自 在 に 連 結
し た 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ス ラ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 連 結 体 と 前 記 第 二 連 結 体 と を 、 前 記 弾 性 部 材 に よ り 、 前 記 第 一 連 結 体 に 対 し て
前 記 第 二 連 結 体 を 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で は 、 前 記 ス ラ イ ド 方 向 と は 逆 方 向 に 戻 り 動 す
る 付 勢 が 生 じ 、 前 記 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る と 逆 に 前 記 ス ラ イ ド 方 向 に 進 み 動 す る 付 勢 が 生
じ る よ う に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 部 に 基 盤 等 の 電 子 部 材 を 実 装 し 得 る 実 装 ス ペ ー ス を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 二 連 結 体 の ス ラ イ ド 部 に 、 前 記 第 一 連 結 体 の ガ イ ド レ ー ル 部 を 押 圧 付 勢 し て こ の
ガ イ ド レ ー ル 部 に 対 し て ス ラ イ ド 抵 抗 を 発 生 さ せ る 押 圧 付 勢 体 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ 部 等 を 配 設 し
た 第 一 部 材 を 、 操 作 部 等 を 配 設 し た 第 二 部 材 に 対 し て ス ラ イ ド 自 在 に 連 結 し て 成 る こ と を
特 徴 と す る ス ラ イ ド 構 造 を 用 い た 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 等 の 電 子 機 器 に 使 用 さ れ る ス ラ イ ド 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 数 字 キ ー や フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー を 配 列 し た 操 作 部 を 本 体 部 の 上 側 面 に 設 け 、 所
定 の 表 示 が な さ れ る 液 晶 パ ネ ル な ど の デ ィ ス プ レ イ 部 を 、 前 記 本 体 部 に 重 合 す る 重 合 部 の
上 側 面 に 設 け 、 こ の 本 体 部 と 重 合 部 と を 前 後 方 向 に 相 対 的 に 移 動 す る 構 造 の ス ラ イ ド 式 の
携 帯 電 話 は 、 重 合 部 の 左 右 に ガ イ ド レ ー ル 部 を 設 け 、 こ の 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 に ス ラ イ
ド 係 合 す る ス ラ イ ド 部 を 、 本 体 部 の 左 右 に 設 け 、 ガ イ ド レ ー ル 部 に 対 し て ス ラ イ ド 部 が ス
ラ イ ド 移 動 す る こ と で 、 重 合 部 と 本 体 部 と を ス ラ イ ド 移 動 自 在 と な る よ う に 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 に よ れ ば 、 折 り 畳 み 式 の 携 帯 電 話 の よ う に 本 体 部 に 対 し て 重
合 部 を 開 き 回 動 操 作 し な く と も 、 重 合 部 が 本 体 部 に 重 合 し た ま ま の 状 態 で デ ィ ス プ レ イ 部
の 表 示 を 視 認 す る こ と が で き 、 ま た 、 操 作 部 の 数 字 キ ー や フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー を 操 作 し た
い 場 合 に は 、 本 体 部 と 重 合 部 と を 単 に 相 対 的 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ る だ け で 操 作 部 を 露 出 し
て 容 易 に 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ９ ５ ２ ６ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 と こ ろ で 、 こ の ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 は 、 前 述 の よ う に 、 本 体 部 に 対 し て 重 合 部 を 相 対
的 に ス ラ イ ド 移 動 可 能 と す る た め に 、 重 合 部 の 左 右 夫 々 に 、 ガ イ ド レ ー ル 部 を 取 り 付 け る
工 程 が 必 要 で あ る が 、 こ の 重 合 部 の 左 右 夫 々 に 一 本 ず つ ガ イ ド レ ー ル 部 を 取 り 付 け る 作 業
は 、 手 間 の か か る 作 業 で あ る と い え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 体 部 の 左 右 に は 、 重 合 部 の 左 右 に 設 け た ガ イ ド レ ー ル 部 に 対 向 す る 位 置 に ス ラ
イ ド 部 を 正 確 に 設 け な け れ ば な ら ず 、 そ の た め 、 こ の ス ラ イ ド 部 の 配 設 に つ い て も 、 手 間
が か か る 作 業 で あ る と い え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 は 、 折 り 畳 み 式 の 携 帯 電 話 に 比 し て 便 利 な 点 を 多 く 有 す
る が 、 そ の 製 作 に は 手 間 が か か っ て い る と い え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 例 え ば 便 利 な ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 を 、 こ れ ま で 以 上 に 簡 易 に 製 作
で き な い か 鋭 意 検 討 ， 研 究 を 重 ね て こ れ を 完 成 さ せ た も の で 、 例 え ば 第 一 部 材 若 し く は 第
二 部 材 に 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 を 一 つ ず つ 取 り 付 け な く と も 、 単 に 一 度 の 取 り 付 け 作 業 で
前 記 第 一 部 材 若 し く は 前 記 第 二 部 材 に 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 を 一 度 に 取 り 付 け る こ と が で
き 、 ま た 、 こ の 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 に ス ラ イ ド 係 合 す る ス ラ イ ド 部 を 第 二 部 材 若 し く は
第 一 部 材 に 夫 々 正 確 に 位 置 決 め て 取 り 付 け な く と も 、 単 に 一 度 の 取 り 付 け 作 業 に よ っ て 前
記 第 二 部 材 若 し く は 前 記 第 一 部 材 に 正 確 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 例 え ば ス
ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 を こ れ ま で 以 上 に 簡 易 に 製 作 し て 秀 れ た 量 産 性 を 発 揮 す る こ と が で き
る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド 構 造 及 び ス ラ イ ド 構 造 を 用 い た 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 要 旨 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と を ス ラ イ ド 自 在 に 連 結 す る ス ラ イ ド 構 造 で あ っ て 、 前 記 第 一
部 材 １ 若 し く は 前 記 第 二 部 材 ２ と 連 結 さ れ 左 右 に 配 設 さ れ る ガ イ ド レ ー ル 部 ３ と こ の 左 右
の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 連 結 す る 連 結 部 10と か ら 成 る 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ が 一 体 化 し た
第 一 連 結 体 ４ と 、 前 記 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 沿 っ て 相 対 移 動 す る ス ラ イ ド 部 ５ を 形 成 し た 第
二 連 結 体 ６ と 、 一 端 を 前 記 第 一 連 結 体 ４ に 連 結 し 他 端 を 前 記 第 二 連 結 体 ６ に 連 結 す る 弾 性
部 材 ７ と を 設 け 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ を 、 前 記 第 一 部 材 １ 若 し く は 前 記 第 二 部 材 ２ に 連 結 し
、 前 記 第 二 連 結 体 ６ を 前 記 第 二 部 材 ２ 若 し く は 前 記 第 一 部 材 １ に 連 結 す る こ と で 、 こ の 第
一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ を ス ラ イ ド 自 在 に 連 結 し た 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る ス ラ
イ ド 構 造 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ と 前 記 第 二 連 結 体 ６ と を 、 前 記 弾 性 部 材 ７ に よ り 、 前 記 第 一 連
結 体 ４ に 対 し て 前 記 第 二 連 結 体 ６ を 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で は 、 前 記 ス ラ イ ド 方 向 と は
逆 方 向 に 戻 り 動 す る 付 勢 が 生 じ 、 前 記 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る と 逆 に 前 記 ス ラ イ ド 方 向 に 進
み 動 す る 付 勢 が 生 じ る よ う に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 に 係
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 連 結 部 10に 基 盤 等 の 電 子 部 材 を 実 装 し 得 る 実 装 ス ペ ー ス ９ を 形 成 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 に 係 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 二 連 結 体 ６ の ス ラ イ ド 部 ５ に 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 押
圧 付 勢 し て こ の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 対 し て ス ラ イ ド 抵 抗 を 発 生 さ せ る 押 圧 付 勢 体 ８ を 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 に 係 る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま た 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ラ イ ド 構 造 に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ 部 等 を
配 設 し た 第 一 部 材 １ を 、 操 作 部 等 を 配 設 し た 第 二 部 材 ２ に 対 し て ス ラ イ ド 自 在 に 連 結 し て
成 る こ と を 特 徴 と す る ス ラ イ ド 構 造 を 用 い た 電 子 機 器 に 係 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う に 構 成 し た か ら 、 例 え ば 便 利 な ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 を 、 こ れ ま で
以 上 に 簡 易 に 製 作 で き な い か 鋭 意 検 討 ， 研 究 を 重 ね て こ れ を 完 成 さ せ た も の で 、 例 え ば 第
一 部 材 若 し く は 第 二 部 材 に 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 を 一 つ ず つ 取 り 付 け な く と も 、 単 に 一 度
の 取 り 付 け 作 業 で 前 記 第 一 部 材 若 し く は 前 記 第 二 部 材 に 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 を 一 度 に 取
り 付 け る こ と が で き 、 ま た 、 こ の 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 に ス ラ イ ド 係 合 す る ス ラ イ ド 部 を
第 二 部 材 若 し く は 第 一 部 材 に 夫 々 正 確 に 位 置 決 め て 取 り 付 け な く と も 、 単 に 一 度 の 取 り 付
け 作 業 に よ っ て 前 記 第 二 部 材 若 し く は 前 記 第 一 部 材 に 正 確 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 こ れ
に よ り 、 例 え ば ス ラ イ ド 式 の 携 帯 電 話 を こ れ ま で 以 上 に 簡 易 に 製 作 し て 秀 れ た 量 産 性 を 発
揮 す る こ と が で き る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド 構 造 及 び ス ラ イ ド 構 造 を 用 い た 電 子 機
器 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で の は じ め の 付 勢 に よ
っ て 、 第 一 部 材 及 び 第 二 部 材 が 誤 っ て 閉 塞 状 態 と な っ た り 開 放 状 態 と な っ た り す る こ と を
防 止 す る こ と が で き 、 ま た 、 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ た 後 に は 、 ス ム ー ズ な 重 合 閉 塞 方 向 若 し
く は 開 放 状 態 へ の ス ラ イ ド を 実 現 で き る こ と と な り 、 こ れ に よ り 、 第 一 部 材 及 び 第 二 部 材
を 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 に 位 置 決 め 保 持 す る た め の 位 置 決 め 保 持 機 構 を 設 け ず と
も 、 前 記 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 を 維 持 す る こ と が で き 、 ま た 、 設 計 に よ っ て は 、
自 動 閉 塞 ， 自 動 開 放 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 と な る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド
構 造 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 第 一 連 結 体 の 空 き ス ペ ー ス を 電 子 部 材 の 実 装 ス
ペ ー ス と し て 有 効 利 用 す る こ と が で き る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド 構 造 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 弾 性 部 材 の 付 勢 力 に よ っ て 第 二 連 結 体 が 第 一 連
結 体 に 対 し て 勢 い よ く 突 出 し 過 ぎ る こ と な く ス ム ー ズ な ス ラ イ ド 移 動 を 実 現 す る こ と が で
き 、 ま た 、 弾 性 部 材 の 付 勢 方 向 が 変 わ る 際 に お い て 、 弾 性 部 材 の 付 勢 力 が 弱 く な り が た つ
き が 生 じ 易 く な っ て も 、 押 圧 付 勢 体 に よ っ て ガ イ ド レ ー ル 部 を 押 圧 付 勢 し て 前 記 が た つ き
の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド 構 造 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 前 記 作 用 効 果 を 確 実 且 つ 良 好 に 発 揮 す る こ と が
で き る 極 め て 実 用 性 に 秀 れ た ス ラ イ ド 構 造 を 用 い た 電 子 機 器 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 適 と 考 え る 本 発 明 の 実 施 形 態 （ 発 明 を ど の よ う に 実 施 す る か ） を 、 図 面 に 基 づ い て 本
発 明 の 作 用 を 示 し て 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ に 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 夫 々 別 体 で 配 設
し た の で は な く 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 連 結 部 10に よ っ て 連 結 し た 第 一 連 結 体 ４ を 第
一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ に 連 結 す る こ と で 、 第 一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 に 複 数 の ガ
イ ド レ ー ル 部 ３ を 簡 易 且 つ 正 確 に 一 度 に 配 設 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 第 一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ に 一 つ 一 つ 正 確 に 位 置
決 め て 手 間 を か け て 配 設 し な く と も 、 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 簡 易 且 つ 正 確 に 配 設 で き
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ま た 、 第 一 連 結 部 ４ を 第 一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ の 所 定 位 置 に 取 り 付 け る こ と で 、
複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 各 々 を 正 確 な 位 置 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記
ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 対 し て 相 対 移 動 す る ス ラ イ ド 部 ５ を 形 成 し た 第 二 連 結 体 ６ も 第 一 連 結
体 ４ の 配 設 位 置 に 対 し て 一 度 位 置 決 め す る だ け で 正 確 な 位 置 に 容 易 に 配 設 で き る こ と と な
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 第 一 部 材 １ 若 し く は 第 二 部 材 ２ に 容 易 に 配 設 す る こ
と が で き 、 ま た 、 こ の 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に ス ラ イ ド 係 合 す る ス ラ イ ド 部 ５ を 第 一 連
結 体 ４ に 対 し て 第 二 連 結 体 ６ を 位 置 決 め て 配 設 す る だ け で 容 易 且 つ 正 確 に 配 設 す る こ と が
で き 、 よ っ て 、 弾 性 部 材 ７ を 介 し て 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ を 互 い に 相 対 移 動 可 能 な ス
ラ イ ド 構 造 を 簡 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ と 前 記 第 二 連 結 体 ６ と を 、 前 記 弾 性 部 材 ７ に よ り 、 前
記 第 一 連 結 体 ４ に 対 し て 前 記 第 二 連 結 体 ６ を 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で は 、 前 記 ス ラ イ ド
方 向 と は 逆 方 向 に 戻 り 動 す る 付 勢 が 生 じ 、 前 記 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る と 逆 に 前 記 ス ラ イ ド
方 向 に 進 み 動 す る 付 勢 が 生 じ る よ う に 連 結 す れ ば 、 例 え ば 、 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対
し て 重 合 閉 塞 す る 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 す る 場 合 に は 、 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対 し て 所
定 長 ス ラ イ ド す る ま で は 、 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て 突 出 開 放 す る 方 向 に 付 勢 が 生
じ る こ と と な り 、 前 記 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ た 後 は 、 逆 に 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て
重 合 閉 塞 す る 方 向 に 付 勢 が 働 く こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 例 え ば 、 第 二 部 材 ２ と 第 一 部 材 １ と が 重 合 閉 塞 し た 状 態 か ら 、 第 二 部 材 ２ を 第 一
部 材 １ に 対 し て ス ラ イ ド 突 出 さ せ る 際 に は 、 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対 し て 所 定 長 ス ラ
イ ド す る ま で は 、 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 重 合 閉 塞 す る 方 向 に 付 勢 が 働 き 、 前 記 所 定 長
ス ラ イ ド し た 後 は 、 逆 に 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て ス ラ イ ド 突 出 す 方 向 に 付 勢 が 働
く こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 っ て 、 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で の は じ め の 付 勢 に よ っ て 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材
２ が 誤 っ て 閉 塞 状 態 と な っ た り 開 放 状 態 と な っ た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た
、 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ た 後 に は 、 ス ム ー ズ な 重 合 閉 塞 方 向 若 し く は 開 放 状 態 へ の ス ラ イ ド
を 実 現 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ を 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 に 位 置 決 め 保
持 す る た め の 位 置 決 め 保 持 機 構 を 設 け ず と も 、 前 記 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 を 維 持
す る こ と が で き 、 ま た 、 設 計 に よ っ て は 、 手 を 放 し て も 自 動 閉 塞 ， 自 動 開 放 す る よ う に 構
成 す る こ と も 可 能 と な る な ど 、 一 層 実 用 的 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 前 記 連 結 部 10に 基 盤 等 の 電 子 部 材 を 実 装 し 得 る 実 装 ス ペ ー ス ９ を 形 成 す
れ ば 、 第 一 連 結 体 ４ の 空 き ス ペ ー ス を 電 子 部 材 の 実 装 ス ペ ー ス ９ と し て 有 効 利 用 で き る こ
と と な る な ど 、 一 層 実 用 的 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 前 記 第 二 連 結 体 ６ の ス ラ イ ド 部 ５ に 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ の ガ イ ド レ ー ル
部 ３ を 押 圧 付 勢 し て こ の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 対 し て ス ラ イ ド 抵 抗 を 発 生 さ せ る 押 圧 付 勢 体
８ を 設 け れ ば 、 弾 性 部 材 ７ の 付 勢 力 に よ っ て 第 二 連 結 体 ６ が 第 一 連 結 体 ４ に 対 し て 勢 い よ
く 突 出 し 過 ぎ る こ と な く ス ム ー ズ な ス ラ イ ド 移 動 を 実 現 す る こ と が で き 、 ま た 、 弾 性 部 材
７ の 付 勢 方 向 が 変 わ る 際 に お い て 、 弾 性 部 材 ７ の 付 勢 力 が 弱 く な り が た つ き が 生 じ 易 く な
っ て も 、 押 圧 付 勢 体 ８ に よ っ て ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 押 圧 付 勢 し て 前 記 が た つ き の 発 生 を 防
止 す る こ と が こ と と な る な ど 、 一 層 実 用 的 と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 １ に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 １ は 、 携 帯 電 話 に 本 発 明 を 適 用 し た も の で 、 所 定 の 表 示 が な さ れ る 液 晶 パ ネ ル な
ど の デ ィ ス プ レ イ 部 11を 上 側 面 に 設 け た 第 一 部 材 １ と 、 こ の 第 一 部 材 １ の 下 部 に 配 設 さ れ
る 数 字 キ ー や フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー を 配 列 し た 操 作 部 12を 上 側 面 に 設 け た 第 二 部 材 ２ と を ス
ラ イ ド 自 在 に 連 結 す る ス ラ イ ド 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 即 ち 、 実 施 例 １ の ス ラ イ ド 構 造 は 、 第 一 部 材 １ と 連 結 さ れ 左 右 に 配 設 さ れ る ガ イ ド レ ー
ル 部 ３ と こ の 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 連 結 す る 連 結 部 10と か ら 成 る 複 数 の ガ イ ド レ ー ル
部 ３ が 一 体 化 し た 第 一 連 結 体 ４ と 、 前 記 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 沿 っ て 相 対 移 動 す る ス ラ イ ド
部 ５ を 形 成 し た 第 二 連 結 体 ６ と 、 一 端 を 前 記 第 一 連 結 体 ４ に 連 結 し 他 端 を 前 記 第 二 連 結 体
６ に 連 結 す る 弾 性 部 材 ７ と を 設 け 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ を 、 前 記 第 一 部 材 １ に 連 結 し 、 前 記
第 二 連 結 体 ６ を 前 記 第 二 部 材 ２ に 連 結 す る こ と で 、 こ の 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と を ス ラ
イ ド 自 在 に 連 結 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 一 連 結 体 ４ と 第 二 連 結 体 ６ と を 、 弾 性 部 材 ７ に よ り 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ に 対 し
て 前 記 第 二 連 結 体 ６ を 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る ま で は 、 前 記 ス ラ イ ド 方 向 と は 逆 方 向 に 戻 り
動 す る 付 勢 が 生 じ 、 前 記 所 定 長 ス ラ イ ド さ せ る と 逆 に 前 記 ス ラ イ ド 方 向 に 進 み 動 す る 付 勢
が 生 じ る よ う に 連 結 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 一 連 結 体 ４ は 、 左 右 に 所 定 間 隔 を 置 い て 並 設 し た ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 上 部 を 連 結 部 10
で 連 結 し た 平 面 視 略 コ 字 状 に 形 成 し た 構 成 と し て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 板 状 に 形 成 し 、 こ の 板 状 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 内 側 長
さ 方 向 に は 、 連 結 部 材 ４ を 第 一 部 材 １ に 取 り 付 け る た め の 取 付 部 13を 連 設 し 、 こ の 取 付 部
13に は 取 付 ビ ス 等 を 挿 通 す る 挿 通 孔 13Ａ を 複 数 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 取 付 部 13は 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 対 し て 段 部 を 介 し て 所 定 高 さ ず れ た 位 置 に 設 け た
構 成 と し 、 こ の 取 付 部 13を 第 一 部 材 １ に 連 結 し た 際 に ガ イ ド レ ー ル 部 ３ が 第 一 部 材 １ の 取
付 面 に 対 し て 所 定 高 さ 離 反 し た 位 置 に 配 設 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ 同 志 を 連 結 す る 連 結 部 10は 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ と 同 様 、
板 状 に 形 成 し て 、 前 記 取 付 部 13に 対 し て 段 部 を 介 し て 所 定 高 さ ず れ た 位 置 に 設 け 、 第 一 部
材 １ に 取 り 付 け た 際 に 、 こ の 第 一 部 材 １ の 取 付 面 か ら 所 定 高 さ 離 反 し た 位 置 に 配 設 さ れ る
よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 二 連 結 体 ６ は 、 第 一 連 結 体 ４ の 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ が ス ラ イ ド 係 合 す る 左 右 部 位
に ス ラ イ ド 部 ５ を 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 第 二 連 結 体 ６ は 、 左 右 に 折 り 返 し 部 を 有 し た 断 面 視 略 チ ャ ン ネ ル 状 の ス ラ
イ ド 基 体 14と 、 こ の ス ラ イ ド 基 体 14の 左 右 折 り 返 し 部 の 上 面 に 付 設 し た レ ー ル 押 さ え 板 15
と か ら 成 る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 ス ラ イ ド 基 体 14の 左 右 上 面 部 に 、 横 巾 方 向 の 一 端 側 に 対 し て 他 端 側 が 段 部 を 介 し
て 所 定 高 さ ず れ た 断 面 視 略 Ｚ 形 状 の レ ー ル 押 さ え 板 15の 前 記 一 端 側 を 付 設 す る こ と で 、 第
二 連 結 体 ６ の 左 右 に 内 方 に 向 け て 断 面 視 コ 字 状 に 開 口 し た 前 記 ス ラ イ ド 部 ５ と な る ス ラ イ
ド 係 合 孔 ５ を 形 成 し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 弾 性 部 材 ８ は 、 一 端 を 第 一 連 結 体 ４ の 連 結 部 10に 連 結 し 、 他 端 を 第 二 連 結 体 ６ の ス ラ イ
ド 基 体 14に 連 結 し た 構 成 と し て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 弾 性 部 材 ７ と し て は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 間 部 を 巻 回 し て コ イ ル 状 部 ７ Ｂ
を 頂 部 に 有 し 左 右 に 連 結 端 ７ Ａ を 有 す る 全 体 視 へ 字 状 の コ イ ル バ ネ ７ を 採 用 し 、 こ の コ イ
ル バ ネ ７ の 左 右 の 連 結 端 ７ Ａ が 互 い に 離 れ よ う と す る 拡 角 付 勢 が 生 じ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 こ の コ イ ル バ ネ ７ の 一 方 の 連 結 端 ７ Ａ を 連 結 部 10に 連 結 し 、 他 方 の 連 結 端 ７ Ａ
を ス ラ イ ド 基 体 14に 連 結 し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 尚 、 前 記 の 構 成 の コ イ ル バ ネ ７ 以 外 に も 、 例 え ば へ 字 状 の 板 バ ネ や へ 字 状 の 線 バ ネ を 採
用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ イ ル バ ネ ７ の 一 方 の 連 結 端 ７ Ａ を 連 結 部 10の 下 端 に
連 結 し 、 他 方 の 連 結 端 ７ Ａ を ス ラ イ ド 基 体 14の 底 部 上 端 側 に 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 第 一 連 結 体 ４ と 第 二 連 結 体 ６ と を コ イ ル バ ネ ７ に よ っ て 連 結 し た 状 態 に お い て
、 コ イ ル バ ネ ７ は ス ラ イ ド 基 体 14内 に 収 納 配 設 さ れ る よ う に 構 成 し て い る （ 図 ４ ， 図 ５ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 記 連 結 部 10に は 基 盤 等 の 電 子 部 材 を 実 装 し 得 る 実 装 ス ペ ー ス ９ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 連 結 部 10を 、 基 盤 等 を 配 設 し 得 る 縦 巾 と 横 巾 を 有 す る
板 状 に 構 成 し 、 こ の 板 状 の 連 結 部 10上 を 実 装 ス ペ ー ス ９ と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 例 １ で は 、 連 結 部 10を 、 縦 巾 の 広 い 形 状 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 実 装 ス ペ ー ス ９ に 基 盤 等 の 電 子 部 材 を 配 設 す れ ば 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 一 体 化 す る
連 結 部 10を 電 子 部 材 の 設 置 ス ペ ー ス と し て も 利 用 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 第 二 連 結 体 ６ の ス ラ イ ド 部 ５ に 、 前 記 第 一 連 結 体 ４ の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 押 圧 付 勢
し て こ の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 対 し て ス ラ イ ド 抵 抗 を 発 生 さ せ る 押 圧 付 勢 体 ８ を 設 け て い る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 押 圧 付 勢 体 ８ と し て 板 バ ネ ８ を 採 用 し 、 こ の 板 バ ネ ８ に は 長 さ 方 向 に 前 記
ガ イ ド レ ー ル 部 ３ を 押 圧 付 勢 す る 押 圧 膨 出 部 ８ Ａ を 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 実 施 例 １ で は 、 図 １ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 板 バ ネ ８ の 長 さ 方 向 の 両 端 部 に 押 圧 膨 出 部 ８
Ａ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 板 バ ネ ８ を 、 ス ラ イ ド 基 体 14の 左 右 折 り 返 し 部 の 上 面 と レ ー ル 押 さ え 板 15と の 間 に
配 設 し 、 こ の 板 バ ネ ８ と ス ラ イ ド 基 体 14若 し く は レ ー ル 押 さ え 板 15と の 間 に ガ イ ド レ ー ル
部 ３ を ス ラ イ ド 係 合 す る こ と で 、 板 バ ネ ８ の 押 圧 膨 出 部 ８ Ａ の 押 圧 付 勢 力 に よ っ て ガ イ ド
レ ー ル 部 ３ を 押 圧 付 勢 し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 具 体 的 に は 、 レ ー ル 押 さ え 板 15に 板 バ ネ ８ を 付 設 し て 押 圧 膨 出 部 ８ Ａ が ス ラ イ ド 基
体 14上 面 に 圧 接 状 態 と な る よ う に 構 成 し て い る 。 図 １ ， 図 ３ に お け る 符 号 16は 、 板 バ ネ ８
を レ ー ル 押 さ え 板 15に 付 設 す る 際 に レ ー ル 押 さ え 板 15に 設 け た 係 合 孔 15Ａ に 挿 入 係 合 す る
係 止 凸 部 で あ る 。 こ の 係 止 凸 部 16を 係 合 孔 15Ａ に 挿 入 係 合 す る こ と で 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３
と ス ラ イ ド 部 ５ と を 相 対 的 に ス ラ イ ド 移 動 し た 際 に 、 板 バ ネ ８ が 位 置 ず れ て し ま う こ と を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 尚 、 図 中 符 号 17は 、 ス ラ イ ド 基 体 14を 第 二 部 材 ２ に 連 結 す る た め の 取 付 タ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 実 施 例 １ の 作 用 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と が 重 合 状 態 （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） に お い て は 、 コ イ ル バ ネ ７ が
更 に 拡 が ろ う と す る 付 勢 に よ っ て 、 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と が 重 合 す る 方 向 へ 付 勢 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 状 態 か ら 、 コ イ ル バ ネ ７ の 付 勢 に 抗 し て 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対 し て 所 定 長 ス
ラ イ ド 突 出 す る と 、 コ イ ル バ ネ ７ の 連 結 端 ７ Ａ が 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ の 横 方 向 に 並
ん だ 状 態 （ 図 ２ （ ｂ ） 参 照 ） と な り 、 こ の 状 態 の コ イ ル バ ネ ７ の 連 結 端 ７ Ａ は 略 真 横 方 向
に 拡 角 付 勢 す る こ と と な る た め 、 重 合 閉 塞 方 向 へ の 付 勢 は 略 無 く な り 、 こ の 位 置 よ り も 更
に 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対 し て ス ラ イ ド 突 出 す る と 、 第 二 部 材 ２ に 連 結 し た 前 記 他 方
の 連 結 端 ７ Ａ が 前 記 一 方 の 連 結 端 ７ Ａ よ り も 、 第 二 部 材 ２ の ス ラ イ ド 突 出 側 へ ス ラ イ ド す
る こ と で 、 コ イ ル バ ネ ７ の バ ラ ン ス が 崩 れ て こ の コ イ ル バ ネ ７ が 拡 が り 、 こ れ に よ り 、 今
度 は 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て ス ラ イ ド 突 出 す る 方 向 に 付 勢 が 働 く こ と と な る （ 図
面 ２ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 即 ち 、 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と が 、 図 ２ （ ｂ ） の 状 態 よ り も 重 合 閉 塞 す る 側 に あ る 場
合 に は 、 こ の 重 合 閉 塞 方 向 に 付 勢 が 働 き 、 一 方 、 第 一 部 材 １ と 第 二 部 材 ２ と が 、 図 ２ （ ｂ
） の 状 態 よ り 第 二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て 突 出 し た 側 に あ る 場 合 に は 、 第 二 部 材 ２ が
第 一 部 材 １ に 対 し て ス ラ イ ド 突 出 す る 方 向 に 付 勢 が 働 く 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 し た 一 連 の 動 き の 間 、 ス ラ イ ド 部 ５ に 配 設 し た 板 バ ネ ８ は ガ イ ド レ ー ル 部 材 ３ を 押
圧 し 続 け て ス ラ イ ド 抵 抗 を 発 生 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 コ イ ル バ ネ ７ の 拡 角 付 勢 に よ っ て 第
二 部 材 ２ が 第 一 部 材 １ に 対 し て 勢 い よ く ス ラ イ ド 移 動 す る こ と を 抑 制 し て ス ム ー ズ な ス ラ
イ ド 移 動 を 実 現 で き る こ と と な る 。 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） の 状 態 に お い て は 、 コ イ ル バ ネ ７ の
連 結 端 ７ Ａ が 真 横 を 押 圧 す る 状 態 と な る こ と で 、 一 時 的 に コ イ ル バ ネ ７ の 付 勢 力 が 弱 く な
り 、 が た つ き が 発 生 し 易 い 状 態 と な る と 考 え ら る が 、 実 施 例 １ で は 板 バ ネ ８ に よ っ て ガ イ
ド レ ー ル 部 ３ を 押 圧 付 勢 す る こ と で 、 前 記 が た つ き の 発 生 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 尚 、 実 施 例 １ で は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ 同 志 を 上 部 の 連 結 部 10一 カ 所 で 連 結 し た コ
字 状 の 構 成 と し た が 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ 間 の 略 中 央 部 に 連 結 部 11を 配 設 し て 平 面 視
Ｈ 状 と し て も 良 い し 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 部 ３ 間 の 二 か 所 以 上 に 連 結 部 10を 配 設 し て も 良
い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 ２ に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ に お け る 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ を 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放
状 態 と し た 際 に 、 こ の 重 合 閉 塞 し た 状 態 若 し く は 開 放 し た 状 態 を 良 好 に 位 置 決 め 保 持 す る
こ と が で き 、 且 つ 、 ク リ ッ ク 感 を 付 与 で き る よ う に 構 成 し た ス ラ イ ド 構 造 に 係 る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 即 ち 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ が 閉 塞 重 合 状 態 及 び 前 記 開 放 状 態 と な っ た 際 に 、 ス ラ
イ ド 部 ５ に 位 置 す る こ と と な る ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 所 定 部 位 に 係 合 部 18を 設 け 、 一 方 、 前
記 ス ラ イ ド 部 ５ に 前 記 係 合 部 18に 係 合 係 止 す る 係 止 部 19を 設 け る こ と で 、 前 記 閉 塞 重 合 状
態 及 び 前 記 開 放 状 態 に ク リ ッ ク 感 を 付 与 で き る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 係 合 部 18と し て 、 ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 上 部 及 び 下 部 に 係 合 貫 通 孔 18を 設 け
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て い る 。 尚 、 本 実 施 例 で は 係 合 部 18と し て 貫 通 孔 18を 採 用 し た が 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部
材 ２ の 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 を 良 好 に 位 置 決 め 保 持 で き 、 ま た 、 ク リ ッ ク 感 を 付
与 す る こ と が で き れ ば 貫 通 孔 18に 代 え て 凹 部 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 係 止 部 19は 、 ス ラ イ ド 部 ５ に 配 設 し た 押 圧 付 勢 体 ８ （ 板 バ ネ ８ ） に 設 け た 構 成 と し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 即 ち 、 実 施 例 １ の 板 バ ネ ８ の 中 央 部 に 貫 通 孔 20を 設 け 、 こ の 貫 通 孔 20に 前 記 係 合 貫 通 孔
18に 係 合 係 止 す る 係 止 部 材 19Ａ を 前 記 板 バ ネ ８ か ら 突 出 状 態 に 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 係 止 部 材 19Ａ と し て は 板 バ ネ 19Ａ を 採 用 し 、 こ の 板 バ ネ 19Ａ は 、 図 ６ に 示 す よ う に
、 略 コ 字 状 に 形 成 し た 構 成 と し 、 遊 離 両 端 部 に は 夫 々 外 方 へ 突 出 す る 突 出 片 を 設 け 、 こ の
夫 々 の 突 出 片 の 端 部 に は 、 前 記 係 合 凸 部 16に 係 合 す る 切 欠 部 19Ｂ を 設 け 、 こ の 突 出 片 両 端
の 切 欠 部 19Ｂ を 夫 々 係 合 凸 部 16に 係 合 係 止 さ せ る こ と で 、 板 バ ネ 19Ａ を 押 圧 付 勢 体 ８ （ 板
バ ネ ８ ） に 突 設 し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 押 圧 付 勢 体 ８ に 対 す る 板 バ ネ 19Ａ の 突 出 度 合 い は 、 こ の 板 バ ネ 19Ａ を 、 ス ラ イ ド 部 ５ に
配 設 し た 押 圧 付 勢 体 ８ に 付 設 し た 際 に 、 こ の 板 バ ネ 19Ａ の 突 出 外 面 が ス ラ イ ド 部 ３ に ス ラ
イ ド 係 合 す る ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 当 接 す る 突 出 度 合 い に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 前 記 押 圧 付 勢 体 ８ に 対 し て 突 出 す る 前 記 板 バ ネ 19Ａ の 突 出 部 位 に は 、 開 口 部 と 反
対 側 に 更 に 突 出 す る 係 止 膨 出 部 21を 設 け 、 こ の 係 止 膨 出 部 21が ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 設 け た
係 合 貫 通 孔 18に 係 合 係 止 し 得 る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 即 ち 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ が 重 合 閉 塞 状 態 と 開 放 状 態 の 間 の 位 置 に あ る と き に は
、 板 バ ネ 19Ａ の 係 止 膨 出 部 21は ガ イ ド レ ー ル 部 ３ に 押 圧 当 接 し て 板 バ ネ 19Ａ の 開 口 側 へ 湾
曲 変 形 し （ 図 ７ （ ａ ） 参 照 ） 、 第 二 部 材 ２ を 第 一 部 材 １ に 対 し て 更 に ス ラ イ ド さ せ て 係 止
膨 出 部 21が ガ イ ド レ ー ル 部 ３ の 係 合 貫 通 孔 18に 達 し た と き に は 、 係 止 膨 出 部 21が 係 合 貫 通
孔 18に 係 合 係 止 し て 第 二 部 材 ２ の 第 一 部 材 １ に 対 す る ス ラ イ ド 移 動 を 抑 止 し 、 こ れ に よ り
、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ の 重 合 閉 塞 状 態 若 し く は 開 放 状 態 が 保 持 さ れ る こ と と な る （
図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 従 っ て 、 実 施 例 ２ は 、 コ イ ル バ ネ ７ に よ る 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ が 重 合 閉 塞 し た 状
態 若 し く は 開 放 し た 状 態 を 保 持 す る 付 勢 に 加 え て 、 前 記 係 止 膨 出 部 21が 係 合 貫 通 孔 18に 係
合 係 止 す る こ と で 、 前 記 重 合 閉 塞 し た 状 態 若 し く は 開 放 し た 状 態 を 一 層 確 実 に 位 置 決 め 保
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 前 記 構 成 に よ っ て 、 第 一 部 材 １ 及 び 第 二 部 材 ２ を 重 合 閉 塞 状 態 と し た 際 及 び 開 放
状 態 と し た 際 に ク リ ッ ク 感 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 即 ち 、 実 施 例 １ に お い て も 、 コ イ ル バ ネ ７ の 閉 じ 付 勢 及 び 開 き 付 勢 に よ っ て 、 第 一 部 材
１ 及 び 第 二 部 材 ２ の 重 合 閉 塞 時 及 び 開 放 状 態 時 に が た つ き が 生 じ な い 状 態 と す る こ と が で
き る が 、 実 施 例 ２ の 構 成 を 加 え る こ と で 、 重 合 閉 塞 時 及 び 開 放 状 態 時 に 一 層 が た く き が 生
じ に く く 、 且 つ 、 重 合 閉 塞 時 及 び 開 放 状 態 時 に は ク リ ッ ク 感 を 得 る こ と が で き る よ う に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 尚 、 本 発 明 は 、 実 施 例 １ ， ２ に 限 ら れ る も の で は な く 、 各 構 成 要 件 の 具 体 的 構 成 は 適 宜
設 計 し 得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
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【 図 １ 】 実 施 例 １ の 分 解 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の ス ラ イ ド 機 構 を 示 す 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の ス ラ イ ド 部 に 配 設 し た 押 圧 付 勢 体 が ガ イ ド レ ー ル 部 を 押 圧 付 勢 し た 状
態 を 示 す 説 明 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の ス ラ イ ド 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ の ス ラ イ ド 構 造 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ の 分 解 説 明 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ２ の ス ラ イ ド 機 構 を 示 す 説 明 側 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 １ 　 第 一 部 材
　 ２ 　 第 二 部 材
　 ３ 　 ガ イ ド レ ー ル 部
　 ４ 　 第 一 連 結 体
　 ５ 　 ス ラ イ ド 部
　 ６ 　 第 二 連 結 体
　 ７ 　 弾 性 部 材
　 ８ 　 押 圧 付 勢 体
　 ９ 　 実 装 ス ペ ー ス
　 10　 連 結 部
　 11　 デ ィ ス プ レ イ 部
　 12　 操 作 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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